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　　Wilkins,A.S.,M. Tullii Ciceronis Rhetorica, Tomus Ⅱ ,Oxford,1903.
　　また以下の校訂・注釈書を参照した。
　　Reinhardt,T.,ed.,tr.intro.andcomentary,Marcus Tullius Cicero Topica,Oxford,2003.
2　ローマ数字は、JanusGruter 版キケロー全集（1618 年）の区分を示す。アラビア数字は、
AlexanderScot 版キケロー全集（1588 年­1589 年）の区別を示す。これらの区別は便
宜的なものであり、内容上の区別と一致しない場合が多い。
3　固有名詞について、ギリシア人名の場合はギリシア語形、ローマ人名の場合はラテン語







1）『トピカ』は、前 44 年 7 月 28 日にイタリア半島南端のレギウムの町から発送された。このときま
でに、キケローは数々の著作を著している。前 45 年には、『慰め』、『アカデミカ』、『善と悪の究極
について』、『神々の本性について』、『トゥスクルム荘対談集』が書かれ、前 44 年 7 月までには『大
カトー・老年について』、『運命について』が書かれている。この箇所で暗示されている著作は、『大
カトー・老年について』と『運命について』のことだろう。







































































































































10 巻第 1 章第 4 法文 9 項を参照。
11）「雨水阻止訴権」（actioaquaepluviaearcendae）は都市では認められていなかった。『学説彙纂』




























































は不便です 15）。というのも、ラテン語で specierum［species の複数属格］とか speciebus
［species の複数与格ないし奪格］とか言うことができるとしても、私は specierum や
speciebus と言いたくありません。それでもしばしばこれらの格を用いなければなりません。




の生徒だった。『弁論家について』第 1 巻 180 節を参照。






































































































説彙纂』（第 39 巻第 3 章第 1 法文序　ウルピアヌス「告示註解」第 53 巻）をも参照。
23）「悪質な詐欺」についてキケローは『義務について』第 3 巻 60-61 でも言及している。


























26）「境界画定訴権」については 23 節を、「雨水阻止訴権」については 39 節を参照。
27）ルーキウス・リキニウス・クラッススは、キケロー『弁論家について』の主要な登場人物。


























































































































































































































































































































52）トゥーキューディデース『歴史』第 1 巻 131-2 あるいは 133-135 を参照。
53）パラメーデースは、トロイア戦争におけるギリシア側の武将。オデュッセウスに並ぶ知恵者。トロ
イア戦争中、オデュッセウスに状況証拠を捏造され、トロイア側との密通を疑われ死刑となった。














































































（1）仮に A が B の後に起きるとしよう。
　　しかるに A が C の後に起きない。
　　【したがって、B は C と同じでない。】55）
（2）仮に A が B の前に起きるとしよう。
　　しかるに A が C の前に起きない。
　　【したがって、B は C と同じでない。】
（3）仮に A が B と矛盾するとする。
　　しかるに A が C と矛盾することはない。
　　【したがって、B は C と同じでない。】
（4）仮に A が B の原因であるとする。
　　しかるに C には B 以外の原因がある。
　　【したがって、A は C と同じでない。】
（5）仮に A が B の結果であるとする。
　　しかるに C は B 以外のものの結果である。














































































69）ギリシア語の「アンピボィア（ἀμφιβολία）」。キケロー『発想論』第 2 巻 116-21、クインティリアー
ヌス『弁論家の教育』第 7 巻 9 章を参照。
70）ギリシア語の「言葉と考え（ῥητὸν καὶ διάνοιαα）」。キケロー『発想論』第 2 巻 122-43、クインティ
リアーヌス『弁論家の教育』第 3 巻 6 章 61 節を参照。
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was to expound theway how onemight discover argumentswithout any error
methodologically.Cicero’sworkwaswrittenona seavoyage fromVelia toRhegium
without any referencebooks.The sources of thiswork are thought to be outside
Aristotle’sTopica,but insideCicero’s rhetorical theory, especiallyde inventioneand
partitiones oratoriae.Cicero’sTopica is, therefore, oneof thebest texts that tellsus
Cicero’sthoughtonrhetoric
